
問街かどケア滋賀ネット栗東[ささえあいサポーター]
　TEL080-4074-8538　※栗東市生活支援体制整備事業委託

本市では、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、
高齢者などを対象としたお互いさまの助け合い活動を広げていく事業を行っています。

　「認知症になっても安心して通える場」として、市内の介護事業所が地域貢献活動の一環として開催する拠点
型の認知症カフェに加え、開催場所を限定せず、市内のさまざまな拠点を移動して開催する認知症カフェを立ち
上げることとなりました。
　人と話すのが好きな人、誰かと一緒に活動をつくり上げたい人、ぜひ一緒に活動してみませんか？

企画·運営ボランティアスタッフ大募集！！

管理などの業務的な内容に関することは介護事業所が主となって行います。
まずは、どんなカフェにしていくのか、意見交換から始める予定です。

募集要件 移動型認知症カフェに興味のある人・団体など
応募方法 8月1日㈯～31日㈪に問合せ先へ
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